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個
人
番
号
及
び
特
定
個
人
情
報
保
護
規
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
長
崎
県
弁
護
士
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。
）
が
保
有
す
る
個
人
番
号

及
び
特
定
個
人
情
報
を
安
全
か
つ
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
、
長
崎
県
弁
護
士
会
個
人
情
報
保
護
規

則
（
以
下
「
個
人
情
報
保
護
規
則
」
と
い
う
。
）
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。

一

行
政
機
関

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律

第
五
十
八
号
。
以
下
「
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
行
政
機
関
を
い
う
。

二

独
立
行
政
法
人
等

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
五
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
を
い
う
。

三

個
人
情
報

行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
で
あ
っ
て

行
政
機
関
が
保
有
す
る
も
の
、
独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
個
人
情
報
で
あ
っ
て
独
立
行
政
法
人
等
が
保
有
す
る
も
の
又
は
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
個
人
情
報
保
護
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
で
あ
っ
て
行
政
機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
以
外
の
者
が
保
有
す

る
も
の
を
い
う
。

四

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
行
政
機
関
が
保
有
す
る
も
の
、
独
立
行
政
法
人
等
個
人
情
報
保
護
法
第
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
独
立
行
政
法
人
等
が
保
有
す
る
も
の
又

は
個
人
情
報
保
護
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
で
あ
っ
て
行
政

機
関
及
び
独
立
行
政
法
人
等
以
外
の
者
が
保
有
す
る
も
の
を
い
う
。

五

個
人
番
号

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
。
以
下
「
番
号
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
五
項

に
規
定
す
る
個
人
番
号
を
い
う
。

六

本
人

個
人
番
号
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
る
特
定
の
個
人
を
い
う
。

七

特
定
個
人
情
報

個
人
番
号
（
個
人
番
号
に
対
応
し
、
当
該
個
人
番
号
に
代
わ
っ
て
用
い
ら

れ
る
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
で
あ
っ
て
、
住
民
票
コ
ー
ド
以
外
の
も
の
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
を
そ
の
内
容
に
含
む
個
人
情
報
を
い
う
。

八

特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

個
人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含
む
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
い
う
。

九

個
人
番
号
利
用
事
務

行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
等
そ
の
他
の
行
政
事

務
を
処
理
す
る
者
が
番
号
法
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
保
有
す
る
特
定
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個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
お
い
て
個
人
情
報
を
効
率
的
に
検
索
し
、
及
び
管
理
す
る
た
め
に
必
要

な
限
度
で
個
人
番
号
を
利
用
し
て
処
理
す
る
事
務
を
い
う
。

十

個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者

個
人
番
号
利
用
事
務
を
処
理
す
る
者
及
び
個
人
番
号
利
用
事

務
の
全
部
又
は
一
部
の
委
託
を
受
け
た
者
を
い
う
。

十
一

個
人
番
号
関
係
事
務

番
号
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
番
号
利
用
事
務
に
関

し
て
行
わ
れ
る
他
人
の
個
人
番
号
を
必
要
な
限
度
で
利
用
し
て
行
う
事
務
を
い
う
。

十
二

個
人
番
号
関
係
事
務
実
施
者

個
人
番
号
関
係
事
務
を
処
理
す
る
者
及
び
個
人
番
号
関
係

事
務
の
全
部
又
は
一
部
の
委
託
を
受
け
た
者
を
い
う
。

（
適
用
範
囲
）

第
三
条

こ
の
規
則
は
、
本
会
の
役
員
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
、
職
員
、
嘱
託
並
び
に
本
会
の

委
嘱
を
受
け
て
本
会
が
保
有
す
る
個
人
番
号
及
び
特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
本
会
の
弁
護
士
会

員
、
弁
護
士
法
人
会
員
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
特
別
会
員
及
び
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
特
別
会

員
に
対
し
て
適
用
す
る
。

（
利
用
範
囲
）

第
四
条

本
会
は
、
個
人
番
号
関
係
事
務
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
事
務
を
行
う
た
め

に
必
要
な
限
度
で
個
人
番
号
を
利
用
す
る
。
当
該
事
務
の
全
部
又
は
一
部
の
委
託
を
受
け
た
場
合

も
、
同
様
と
す
る
。

２

本
会
は
、
番
号
法
第
十
九
条
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
特
定
個

人
情
報
の
提
供
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
を
受
け
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度

で
個
人
番
号
を
利
用
す
る
。

（
安
全
確
保
措
置
）

第
五
条

本
会
は
、
個
人
番
号
の
漏
え
い
、
滅
失
又
は
毀
損
の
防
止
そ
の
他
の
個
人
番
号
の
適
切
な

管
理
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

（
再
委
託
）

第
六
条

本
会
は
、
個
人
番
号
関
係
事
務
の
全
部
又
は
一
部
の
委
託
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
全
部
又
は
一
部
の
再
委
託
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
個
人
番
号
関
係
事
務
の
委
託
を
し

た
者
の
許
諾
を
得
る
。

（
委
託
先
の
監
督
）

第
七
条

本
会
は
、
個
人
番
号
関
係
事
務
の
全
部
又
は
一
部
の
委
託
を
す
る
場
合
は
、
当
該
委
託
に

係
る
個
人
番
号
関
係
事
務
に
お
い
て
取
り
扱
う
特
定
個
人
情
報
の
安
全
管
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

当
該
委
託
を
受
け
た
者
に
対
す
る
必
要
か
つ
適
切
な
監
督
を
行
う
。

（
提
供
の
要
求
）

第
八
条

本
会
は
、
個
人
番
号
関
係
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
本
人
又

は
他
の
個
人
番
号
利
用
事
務
実
施
者
及
び
個
人
番
号
関
係
事
務
実
施
者
に
対
し
個
人
番
号
の
提
供

を
求
め
る
。

（
提
供
の
求
め
の
制
限
）
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第
九
条

本
会
は
、
番
号
法
第
十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
個
人
番
号
の
提
供
を
求
め
な
い
。

（
本
人
確
認
の
措
置
）

第
十
条

本
会
は
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
本
人
か
ら
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
と
き
は
、
番
号

法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
本
人
確
認
の
措
置
を
と
る
。

（
特
定
個
人
情
報
の
提
供
の
制
限
）

第
十
一
条

本
会
は
、
番
号
法
第
十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
特
定
個
人

情
報
を
提
供
し
な
い
。

２

本
会
が
保
有
し
、
又
は
保
有
し
よ
う
と
す
る
特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
規

則
第
十
三
条
か
ら
第
十
三
条
の
四
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
収
集
等
の
制
限
）

第
十
二
条

本
会
は
、
番
号
法
第
十
九
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
特
定
個
人

情
報
を
収
集
し
、
又
は
保
管
し
な
い
。

（
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
の
制
限
）

第
十
三
条

本
会
は
、
番
号
法
第
十
九
条
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て

特
定
個
人
情
報
を
提
供
し
、
又
は
そ
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
個
人
番
号

関
係
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
特
定
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
な

い
。

（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
の
特
例
）

第
十
四
条

本
会
は
、
個
人
情
報
保
護
規
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
特
定
さ
れ
た
利
用
目
的
の
達
成

に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
、
特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
わ
な
い
。

２

本
会
は
、
他
の
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
か
ら
事
業
を
承
継
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
特
定
個
人
情
報

を
取
得
し
た
場
合
は
、
承
継
前
に
お
け
る
当
該
特
定
個
人
情
報
の
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範

囲
を
超
え
て
、
当
該
特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱
わ
な
い
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ

て
、
本
人
の
同
意
が
あ
り
、
又
は
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

４

本
会
が
保
有
す
る
特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
規
則
第
六
条
第
三
項
第
三
号

及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
適
正
な
取
得
の
特
例
）

第
十
四
条
の
二

本
会
が
保
有
し
、
又
は
保
有
し
よ
う
と
す
る
特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人

情
報
保
護
規
則
第
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
利
用
停
止
等
の
特
例
）

第
十
五
条

本
会
は
、
本
人
か
ら
、
当
該
本
人
が
識
別
さ
れ
る
保
有
個
人
デ
ー
タ
（
個
人
情
報
保
護

規
則
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
保
有
個
人
デ
ー
タ
で
あ
っ
て
、
特
定
個
人
情
報
で
あ
る
も
の
に

限
る
。
）
が
番
号
法
第
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
第
三
者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
に
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よ
っ
て
、
当
該
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
へ
の
提
供
の
停
止
を
求
め
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、

そ
の
求
め
に
理
由
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
第

三
者
へ
の
提
供
を
停
止
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
へ
の
提
供
の
停
止
に

多
額
の
費
用
を
要
す
る
場
合
そ
の
他
の
第
三
者
へ
の
提
供
を
停
止
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
で
あ

っ
て
、
本
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
必
要
な
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
措
置
を
と
る
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
求
め
ら
れ
た
保
有
個
人
デ
ー
タ
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
第
三

者
へ
の
提
供
を
停
止
し
た
と
き
、
又
は
第
三
者
へ
の
提
供
を
停
止
し
な
い
旨
の
決
定
を
し
た
と
き

は
、
本
人
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。

附

則
（
平
成
二
十
八
年
七
月
十
四
日
承
認
）

こ
の
規
則
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
承
認
が
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
十
九
年
四
月
十
三
日
承
認
）

１

第
二
条
第
四
号
中
「
第
二
条
第
四
項
」
を
「
第
二
条
第
六
項
」
に
改
め
る
部
分
の
改
正
規
定
は
、

行
政
機
関
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
活
用
に
よ
る
新
た
な
産
業
の
創
出
並

び
に
活
力
あ
る
経
済
社
会
及
び
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
二
条
第
四
号
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
、
第
十
一
条
第

二
項
、
第
十
四
条
の
二
（
新
設
）
及
び
第
十
五
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
条
の
規
定
の
施
行

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

３

第
三
条
の
改
正
規
定
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
承
認
が
あ
っ
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

４

第
四
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
の
改
正
規
定
は
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第

五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


